
INTERVIEWINTERVIEW
この4人から会社が見える

4
2026

入社2年目のリアル
INTERVIEW 01

若手を育てる上司の想い
INTERVIEW 02

社長が思う、これからの会社
INTERVIEW 03

人を知ると、会社がわかる

NAKATA CORPORATIONNAKATA CORPORATION

初の建設Dを迎えた現場
INTERVIEW 04

















　私が採用活動を担当するようになって、3年が経ちました。これまで採用前から関わってきた学生たち
が、実際に入社してくれるようになり、「メンター制度を導入したい」と考えるようになりました。
私が新卒で入社したのは、大手アパレルメーカーです。そこでは「シスター制度」と呼ばれるOJT制度があ
り、年齢の近い上司が1年間、仕事を教えてくれました。面談の機会も多く、半年に一度は評価を受ける仕
組みでした。当時、私は札幌の短大に通っていたため札幌勤務を希望していましたが、配属先は東京。北
海道にはそのブランドの店舗がなかったのです。何度か遊びに行ったことはありましたが、友人もおらず、
とても心細いスタートでした。それでも、配属先の店舗の皆さんは本当に温かく、20歳で親元を離れて働
く私をいつも気にかけてくれました。
商品をうまく販売できず、たった1年の間に何度も辞めたいと思いましたが、上司や先輩が支えてくれたか
らこそ続けることができたのだと思います。その後、別の店舗へ異動し、サブ店長として働くことになり
ました。同期が次々と昇格する中で、なかなか成果を出せない私を見捨てず、支え続けてくれた店長がいま
した。もしあの店長でなければ、私はとっくに辞めていたと思います。
そして自分が店長になったとき、私は部下をうまく支えることができませんでした。その後、店舗の閉店を
きっかけに退職を決めました。当時の私には、「この人のために働きたい」「この人と一緒ならもう少し頑
張りたい」と思える存在がいなかったのです。
　その後、ご縁があって中田組へ入社しました。事務の経験も、建設業の経験もない状態でのスタートで
す。正直なところ、最初は長く働くつもりはなく、また接客業に戻ることも考えていました。ですが採用担
当や広報活動に関わるようになり、仕事はどんどん楽しくなりました。経理の知識がなかった私が建設業
経理士の資格を取得し、建設業を知らなかった私が建設ディレクターの資格も取得しました。とても充実し
た毎日です。
そしてここでも、やはり支えてくれたのは「人」でした。入社したばかりの頃は総務部の皆さんが気にか
けてくれ、電話に出るようになると現場の方々も声をかけてくれるようになりました。社長や専務も、よ
く話を聞いてくれます。私はとても恵まれた環境で働いています。だからこそ、就職活動をしている学生に
は「会社や仕事内容と同じくらい、一緒に働く人を見てほしい」と伝えています。
どんなにやりたい仕事でも、一緒に働く人との関係がつらくなれば続けることは難しいと思います。反対
に、仕事内容に悩むことがあっても、周りに素敵な人がいれば頑張り続けることができるのではないでしょ
うか。そんな想いから、新入社員のメンターを務めたいと考えるようになりました。初めての取り組みだ
ったため理想通りにいかないこともありましたが、今回のインタビューを通して4名の成長を感じることが
でき、とても嬉しく思っています。まるで親のような気持ちです。
　これからも採用活動を通して「人」を大切にしていきたいと思っています。中田組で働く人たちのことを
知ってほしい、実際に会ってみてほしい。そんな想いを込めて、この冊子を作成しました。
もし少しでも気になった方がいれば、ぜひ一度、中田組の人たちに会いに来てください。皆さんとお会い
できる日を、楽しみにしています。
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